
　令和４年度に新たに住民税均等割非課税となった　令和４年度に新たに住民税均等割非課税となった
世帯などに対する臨時特別給付金（１世帯あたり世帯などに対する臨時特別給付金（１世帯あたり
10万円）を支給します。10万円）を支給します。
　令和３年度臨時特別給付金の対象世帯で申請され　令和３年度臨時特別給付金の対象世帯で申請され
なかった世帯や辞退した世帯、令和３年度に支給しなかった世帯や辞退した世帯、令和３年度に支給し
た世帯は対象外です。た世帯は対象外です。

問合せ　市福祉課臨時特別給付金推進室（☎２２－２１１１　内線１２５１）

児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い

　

毎
年
８
月
は
、「
児
童
扶
養
手

当
現
況
届
」
の
提
出
月
で
す
。
対

象
者
に
は
、
市
福
祉
課
か
ら
提
出

書
類
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
８
月

31
日
㈬
ま
で
に
現
況
届
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
提
出
が
な
い
場
合

は
、
９
月
分
以
降
の
支
給
を
差
し

止
め
ま
す
。
現
況
届
を
２
年
間
提

出
し
な
い
場
合
は
受
給
資
格
が
な

く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

　

６
月
に
一
部
支
給
停
止
除
外
届

の
通
知
が
届
い
た
人
は
、
現
況
届

と
一
緒
に
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
期
限
内
に
提
出
が
な
い
場
合

は
、
手
当
が
半
額
に
な
り
ま
す
。

　

婚
姻
、
住
所
変
更
な
ど
が
あ
っ

た
場
合
は
必
ず
市
福
祉
課
に
届
け

出
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

市
福
祉
課
児
童
福
祉
係

お
墓
を
き
れ
い
に

ご
み
は
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う

　

お
墓
の
周
辺
に
、
古
い
供
花
や

花
の
包
み
紙
、
お
供
え
物
が
ご
み

と
な
っ
て
散
乱
し
た
り
、
お
供
え

物
を
目
当
て
に
カ
ラ
ス
が
集
ま
っ

た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ご

み
が
自
然
に
な
く
な
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
お
参
り
が
済
ん
だ
ら

お
供
え
物
と
ご
み
は
持
ち
帰
る
よ

う
に
し
て
、
お
墓
と
そ
の
周
り
を

き
れ
い
に
保
ち
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

市
環
境
課
環
境
衛
生
係

精
霊
流
し
を
す
る
と
き
は

舟
を
回
収
し
て
く
だ
さ
い

　

人
吉
球
磨
地
域
に
は
、
お
盆
に

帰
っ
て
こ
ら
れ
た
先
祖
の
霊
を
、

精
霊
舟
を
流
し
て
送
る
習
わ
し
が

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
球
磨
川
に

流
し
た
精
霊
舟
は
、
下
流
で
回
収

さ
れ
ず
放
置
さ
れ
た
り
、
舟
に
乗

せ
た
お
供
え
物
が
腐
っ
て
悪
臭
を

放
っ
た
り
な
ど
、
危
険
で
不
衛
生

な
状
況
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

精
霊
流
し
を
行
う
と
き
は
舟
を

回
収
し
、
先
祖
か
ら
受
け
継
い
だ

球
磨
川
を
き
れ
い
に
保
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

八
代
河
川
国
道
事
務

所　

人
吉
出
張
所　
（
☎
22
‐

３
２
４
４
）

対象者 手続き

①
世帯全員が令和４年６月１日時点で
人吉市に住民票があり、令和４年度
住民税均等割が非課税の世帯

市から確認書が届きます。
　内容を確認し必要事項を記入して、返信用封筒で返信するか
市福祉課臨時特別給付金推進室（市役所１階７番窓口）に提出
してください。

②
令和４年１月以降の収入が減少し、
住民税非課税相当の収入となった世
帯（家計急変世帯）

窓口での申請が必要です。
申請期限　９月 30 日（金）　※土・日曜、祝日を除く
必要書類
●�申請者・請求者本人確認書類（運転免許証、健

康保険証、マイナンバーカードなどのコピー）
●�受取口座を確認できる書類（通帳やキャッシュ

カードのコピー）
＋

対象者②　�令和４年１月以降の収入が確認できるもの（給与明
細書など）

対象者③　�令和４年１月１日に住んでいた市区町村が発行する
「令和４年度住民税非課税証明書」のコピー（令和
４年１月１日に人吉市に住所がある人を除く）

③
令和４年度住民税均等割が非課税で、
令和３年 12 月 11 日以降に転入した
世帯員がいる世帯

対象者と申請方法

※�令和４年度住民税均等割が非課税相当で、令和４年度住民税が未申告の世帯員などがいる世帯は、まずは令和４年１月１日に
住んでいた市区町村の課税担当部署で申告をしてください。要件を満たす場合は、支給対象になります。

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

　

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
と

は
、
年
金
を
含
め
て
も
所
得
が
低

い
人
の
生
活
を
支
援
す
る
た
め

に
、
年
金
に
上
乗
せ
し
て
支
給
す

る
も
の
で
す
。
年
金
と
同
様
に
２

カ
月
ご
と
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

対
象
者

■
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い

る
人

　

次
の
要
件
を
全
て
満
た
し
て
い

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

・
65
歳
以
上
で
あ
る

・�

世
帯
員
全
員
が
市
町
村
民
税
非

課
税
と
な
っ
て
い
る

・�

前
年
の
年
金
収
入
額
と
そ

の
他
所
得
額
の
合
計
が

88
万
１
２
０
０
円
以
下
で
あ
る

■
障
害
基
礎
・
遺
族
基
礎
年
金
を

受
給
し
て
い
る
人

　

次
の
要
件
を
全
て
満
た
し
て
い

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

・�

障
害
基
礎
年
金
ま
た
は
遺
族
基

礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る

・�

前
年
の
所
得
額
が
約

４
７
２
万
１
千
円
以
下
で
あ
る

　

新
た
に
給
付
金
の
支
給
対
象
と

な
る
人
に
は
、
請
求
書
が
送
ら
れ

ま
す
。

　

支
給
要
件
を
満
た
し
て
い
る
人

は
、
２
年
目
以
降
の
手
続
き
が
原

則
不
要
で
す
。

問
合
せ　

給
付
金
専
用
ダ
イ

ヤ
ル
（
☎
０
５
７
０
‐
05
‐

４
０
９
２
）、
八
代
年
金
事
務
所

（
☎
０
９
６
５
‐
35
‐
６
１
２
３

　

※
自
動
音
声
受
付
①
→
②
）、

市
市
民
課
国
保
年
金
係

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
」
の
更
新
手
続
き

　

入
院
や
外
来
で
の
医
療
費
が
高

額
に
な
る
場
合
は
、
医
療
機
関
の

窓
口
で
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負

担
額
減
額
認
定
証
」
を
提
示
す
る

と
、
医
療
費
や
入
院
時
の
食
事
代

の
自
己
負
担
額
が
減
額
さ
れ
ま

す
。

■
国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
認
定

証
を
お
持
ち
の
人

　

更
新
が
必
要
な
場
合
は
、
必
ず

８
月
中
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま

す
。保
険
証
と
本
人
確
認
書
類（
運

転
免
許
証
な
ど
顔
写
真
付
き
の
も

の
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■
入
院
予
定
や
入
院
中
、
外
来
で

高
額
な
医
療
費
を
支
払
わ
れ
て
い

る
人

　

認
定
証
を
持
っ
て
い
な
い
場
合

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
保
険
税
の
滞
納
が
あ
る
人
は
、

認
定
証
が
発
行
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

問
合
せ　

市
市
民
課
国
保
年
金
係

特
定
健
診
の
み
な
し
健
診
を

ご
存
じ
で
す
か
？

　

市
で
は
、
40
歳
か
ら
74
歳
以
下

の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
人
を
対
象
に
特
定
健
診
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

就
業
構
造
基
本
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

就
業
構
造
基
本
調
査
は
、
国
が

実
施
す
る
調
査
の
う
ち
、
統
計
法

で
特
に
重
要
な
も
の
と
さ
れ
る

「
基
幹
統
計
調
査
」
と
し
て
、
５

年
に
１
度
実
施
さ
れ
る
調
査
で

す
。
国
民
の
就
業
・
不
就
業
の
状

態
を
調
査
す
る
も
の
で
、
全
国
と

地
域
別
の
就
業
構
造
に
つ
い
て
の

基
礎
資
料
を
得
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
雇
用
政
策
や
経
済
政
策
な

ど
に
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

９
月
上
旬
か
ら
、
調
査
員
が
調

査
対
象
世
帯
に
伺
い
ま
す
の
で
、

調
査
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ

き
、
調
査
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
合
せ　

市
秘
書
課
広
報
統
計
係

防
災
行
政
無
線
を
使
っ
た

訓
練
を
行
い
ま
す

　

地
震
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
発
生

に
備
え
、
８
月
10
日
㈬
に
全
国
瞬

時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー

ト
）
の
情
報
伝
達
試
験
が
行
わ
れ

ま
す
。
当
日
は
、
午
前
11
時
ご
ろ

に
防
災
行
政
無
線
か
ら
訓
練
放
送

し
ま
す
。

※
気
象
・
地
震
活
動
の
状
況
な
ど

で
、
中
止
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

訓
練
放
送
内
容

　
（
チ
ャ
イ
ム
）

「
こ
れ
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス

ト
で
す
」
×
３
回

「
こ
ち
ら
は
、
防
災
人
吉
市
で
す
」

　
（
チ
ャ
イ
ム
）

問
合
せ　

市
防
災
課
防
災
係

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
と

点
検
を
お
願
い
し
ま
す
！

　

全
て
の
住
宅
に
住
宅
用
火
災
警

報
器
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
家
は
設
置
し

て
い
ま
す
か
？

　

設
置
し
て
い
た
た
め
大
事
に
至

ら
な
か
っ
た
ケ
ー
ス
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
自
分
や
大
切
な
家
族

の
生
命
を
守
る
た
め
、
設
置
し
て

い
な
い
住
宅
は
早
め
に
取
り
付
け

ま
し
ょ
う
。

　

職
場
の
健
診
を
受
け
て
い
る
人

や
、
病
院
で
定
期
的
に
検
査
を
受

け
て
い
る
人
は
、
そ
の
検
査
結
果

を
市
へ
提
供
し
て
も
ら
う
こ
と

で
、
特
定
健
診
を
受
け
た
と
み
な

す
「
み
な
し
健
診
（
情
報
提
供
事

業
）」
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活

用
く
だ
さ
い
。
み
な
し
健
診
に
必

要
な
健
診
項
目
な
ど
、
詳
し
く
は

か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

　

年
に
１
回
の
健
診
受
診
は
、
自

分
の
体
の
状
態
を
知
る
絶
好
の
機

会
で
す
。
ま
だ
申
し
込
ん
で
い
な

い
人
は
、
８
月
31
日
ま
で
受
け
ら

れ
る
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
［
特
定
健
診
に
関
す
る

こ
と
］
市
保
健
セ
ン
タ
ー
健
康
増

進
係
、［
国
保
全
般
に
関
す
る
こ

と
］
市
市
民
課
国
保
年
金
係

　

設
置
後
、
故
障
や
電
池
切
れ
な

ど
で
作
動
し
な
く
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
万
が
一
に
備
え
、
定
期

的
な
点
検
や
電
池
交
換
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
合
せ　

市
防
災
課
防
災
係
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